
次は中禅寺です



　　　　薬師堂は重要文化財





　　　仁王門



　　　　金剛力士像は長野県宝という



後白河法王・平清盛の発願によるもので、県内最古の力士像となるという



　薬師堂を見る



　薬師堂/平安時代末～鎌倉時代初期/長野県最古（中部日本最古）/重要文化財

　　　　藤原時代に多く行われた「方三間の阿弥陀堂形式」であるが、肘木（ひじき）の曲線や格狭間の形などから鎌倉初期の建立と思われるという







建て方は中尊寺・金色堂と同じ平安時代末の形式と同じという

　　　　　前山寺本堂と同様に屋根の曲線が独特である



　　　　宝形造（切裏甲茅葺屋根）











　　　真上から見ると屋根の輪郭が真四角に見えるとのこと



　　　　　木造薬師如来坐像附木造神将立像/重要文化財



五輪塔/鎌倉時代/上田市指定文化財

　　　　各部（地輪・水輪・火輪・風空輪）の高さは、全体の高さに対しそれぞれ調和がとれており、重厚で立派な五輪塔とのこと





　　　　　本堂



　　そばに浄土庭園が併設されている


